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白山市と災害時等相互応援協定を締結
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絆
白
山
市
と

  
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

　

５
月
15
日
（
火
）
に
白
山
市
と
「
災
害

時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
結

び
ま
し
た
。
大
規
模
な
風
水
害
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
や
、
原
発
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
、
救
助
、
救
援
、
復
旧
な
ど
、

避
難
所
の
提
供
や
食
料
、
資
機
材
の
提
供
、

職
員
の
派
遣
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
に

応
じ
て
、
速
や
か
に
応
援
を
行
い
ま
す
。

　

静
岡
県
の
御
前
崎
市
と
今
年
２
月
27
日

に
同
様
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
石
川

県
内
の
自
治
体
と
提
携
し
た
の
は
初
め
て

で
す
。

　

石
川
県
の
原
子
力
防
災
計
画
で
は
、
志

賀
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
志
賀
町
の
３
分
の
２
の
町
民
を
白
山

市
が
受
け
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
回
締
結
し
た
災
害
時
の
応
援
協
定

に
よ
り
、
原
子
力
災
害
以
外
の
災
害
に
つ

い
て
も
協
力
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
小
泉
町
長
と
櫻
井
議
長

が
、
白
山
市
か
ら
は
作
野
広
昭
市
長
と
本

屋
弥
寿
夫
副
議
長
な
ど
が
出
席
し
、
小
泉

町
長
と
作
野
市
長
が
互
い
に
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。

　

小
泉
町
長
は
「
志
賀
町
か
ら
30
㎞
以
上

離
れ
た
白
山
市
に
避
難
先
が
あ
る
こ
と
は

志
賀
町
に
と
っ
て
心
強
い
。
白
山
市
に
感

謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　755k㎡と石川県内自治体の中で最大
の面積で、人口は金沢市に次いで２番目
に多く、日本三名山の白山、一級河川の
手取川、日本海の豊かな自然に恵まれて
います。
　白山市内には「森本・富樫断層帯」が
走り、今後 30 年間にマグニチュード
7.2 クラスの地震の発生する確率が０～
６パーセントと言われています。また、
白山は国内 110 の活火山のひとつです。
志賀町と白山市の距離は約 60㎞。

－  白山市  －

▲調印式に出席した関係者
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▲白山市役所内の会場で調印した協定書を互いに取り交わした小泉町長（左）と作野広昭市長（右）

▲調印式終了後は、避難所となる松任総合運動公園体育館を視察

　相互応援協定の内容

・食料、飲料水および生活必需品などの物資や資機材の提供

・救出、医療、防疫、施設などの応急復旧に必要な物資や資
・機材の提供

・救援、救助活動

・被災者を一時受け入れるための施設の提供やあっせん

・被災児童、生徒などの一時受け入れ

・医療施設、介護施設などの入所者の一時受け入れ

・救援、救助、応急復旧などに必要な職員の派遣　など
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　５月 17 日（木）に行われた行政相談委員全体会議で、行政相談

委員の前田政雄さん（上野）に、総務省石川行政評価事務所長から

感謝状が贈呈されました。

　前田さんは、行政相談委員として、国や特殊法人などの仕事に対

する苦情や意見について、住民の皆さんから相談を受け、関係行政

機関などと協力してその解決を図ったり、行政に反映させて、より

よい行政運営の実現のために活躍しています。

　４月 20 日（金）に法務大臣から人権擁護委員を退任され

た委員への感謝状の伝達式が行われました。

　退任される盛本浩吉さん（代田）は、平成 11 年から４期

12 年７カ月間にわたり、委員として地域の活動に貢献され、

その功績により法務大臣から感謝状が贈呈されました。

　小泉町長は、｢盛本さんには、地域住民のために献身的な

活動に対し心から感謝し、今後も培われた経験と知識をいか

して、ご活躍いただきたい｣ とあいさつしました。
▲左から七尾人権擁護委員協議会羽咋北部会長の能登正人
さん、小泉町長、盛本浩吉さん、金沢地方法務局七尾支局
の早川支局長

春 の 叙勲

瑞宝単光章

寶
ほうだつ

達　清
せいいち

一 さん（70 歳）
－高浜町－

　

昭
和
40
年
７
月
に
高
浜
町
消

防
団
第
１
分
団
に
入
団
以
来
、

38
年
９
カ
月
間
に
わ
た
り
、
志

賀
町
の
防
災
に
尽
力
し
て
き
た

寶
達
さ
ん
。

　
「
今
で
も
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る

と
、
体
が
反
応
す
る
」
と
話
し
、

当
時
は
、
自
家
用
車
や
仕
事
場

に
も
無
線
機
を
設
置
し
、
出
動

に
備
え
て
い
ま
し
た
。「
出
動

要
請
が
か
か
る
と
、
昔
は
ど
ん

な
と
き
で
も
仕
事
を
ほ
っ
た
ら

か
し
て
現
場
に
か
け
つ
け
た
。

消
防
に
対
す
る
思
い
は
誰
に
も

負
け
て
い
な
い
」
と
妻
の
孝
子

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
の
現
場
活
動
や

防
火
意
識
の
普
及
活
動
に
お
い

て
は
常
に
先
頭
に
立
ち
、
団
員

の
見
本
と
な
る
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
で
は
訓

練
指
導
に
力
を
入
れ
、
石
川
県

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、
優

勝
な
ど
何
度
も
上
位
入
賞
し
、

志
賀
町
消
防
団
の
伝
統
を
築
き

発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
「
章

の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
。
当
時
、消
防
に
携
わ
っ

て
く
れ
た
人
、
団
員
、
周
り
の

人
、
そ
し
て
家
族
が
協
力
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
喜
び
ま
し
た
。

平成 24 年春の叙勲・褒章が 
発表され、消防分野で、その
進展に長年尽くしてきた 寶
達清一さんが受章しました。


